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建築展 2009 相良プロジェクト

1 .企画趣旨

「建築展」は毎年工学部建築学科3年生が主体とな

りおこなう活動である。学生たちが興味を持ったこと

や、学びたいと思ったことをテーマとして取り上げ、

学びながら作り上げてし、く。

今年の建築展は、

①建築に関する一連のフ。ロセスを自分たちの手で体

感する事で、授業で、教わった知識のさらなる理解をし

たい。

②建築の現実性に着目し、建築物の構造面も考え、

実際に建てられる建築物をっくりたい。

③たくさんの学生たちで意見を出し合い、考え作品

を作り上げていきたい。

とし、う共通認識の下、企画を推進していった。

2. 企画内容

敷地を球磨郡相良村に設定し、そこに実際に建築物

を建てる事を想定し、クツレープ内で話し合いを重ねる。

出来上がった最終成果物(模型やプレゼンシート)は

熊粋祭期間中の 11月 1日-----3日に展示をし、 3日に

は公開コンペ(設計協議)もおこない、 NO.lの作品

の選出をおこなった。

球磨郡相良村

6階では、これまでの各班の事前におこなった中開

発表などの模型や図面など、 これまでの建築展として

のプロセスの展示をおこなった。製図室全体を迷路の

ような作りにし、それには決まった順路はなく 、訪れ
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て下さった方が自由に作品を閲覧できるようにした。

また、展示空間の床に勾配をつけて人間の平衡感覚を

鈍らせるとし、う提案にもなっている。

6階展示「しちゃかちゃ」

今回の建築展は球磨郡相良村に建てる建築物という

テーマで、各班が作品を作り上げた。 5階製図室には

各班の最終的な模型(縮尺5分の1)と部分的なの実

物大の模型、及びプレゼンシー トの展示を行った。ブ

ースごとに各班の代表者が、訪れてくださった方に、

建物のコンセプ卜などの説明をおこなった。

5階展示模型

各班の作品の説明を聞いてもらったうえで、作品の

投票もおこなっていただいた。合わせておこなったア

ンケー 卜でも、多くの有意義な感想をいただくことが

できた。






